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ヨーグルトの多環芳香族炭化水素の分析方法の検討及び定量
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目的：我が国では、ヨーグルトの多環芳香族炭化水素の分析方法の報告がほとんど見られ

ない。そこで分析方法の検討及び定量を行った。従来から我々が検討を行ってきた食品中

（野菜類、魚介類及び油脂類など）のベンソ（ａ）ピレンを始めとする多環芳香族炭化水素

（ＰＡＨ）の分析方法及び牛乳のＰＡＨ 分析方法をヨーグルトのＰＡＨ 分析に応用したが、液体

抽出時に抽出が困難であった。

そこで、牛乳の分析方法に改良を加え、検討を行った。

方法 ：液体抽出器の受器にn  ―ヘキサン5  0ml 入れる。抽出管にヨーグルト2  5 g と

ジメチルスルホキシド２ 5 ml をよく溶かして入れ、さらにｎ－ヘキサン5  0ml をくわ

え８０～8  5 °Cの湯浴で５～６時間抽出を行う。以下牛乳の分析方法と同様に、受器の抽

出液 （n- ヘキサン）を減圧下で濃縮し 、シリカゲルカラムクロマトグラフィー（カラム

管２×２０ｃｍ、石油エーテル：ジエチルエーテル９：1 ）2  5 0ml 溶出し濃縮→1 ％

含水アルミナカラムクロマトグラフィー（カラム管１×3  0 cm 、ｎ－ヘキサン：ジエチ

ルエーテル２：1 ）で溶出、5  Om  1毎に分画し、１～1  2 のフラクションに分取し、濃

縮し、蛍光測定を行った。また、ヨーグルトを用い上記方法によるベンソ（a)ピレンを始

めとする数十種類のPAH の添加回収実験を行った。

結果：各PAH  添加回収率は平均7  2 ～12  0 ％であり、この分析方法がヨーグルトの分

析に良好である結果が得られた。また、市販ヨーグルト1  1 検体中の ＰＡＨ 検出量はND

～5.    9 5 p  p b であった。
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＜目的＞　昨年度の本会において，白米中のデンプン分解酵素のうち枝切り酵素（D8E）とa- グルコシ

ダーゼ（o-GSD ）とは類似した活性変勣がみられ.  in vitro Vの還元剤による活性化には不溶性酵素の

可瀋化が深く関与していることを報告した．本研究では,  α-GSDの活性化機構の解明を目的として特

異抗体を用いたウェスタン解析とともに，本酵素を白米粉から単離・精製し,その性質検討も行った，

＜方法＞1 ）白米および発芽種子中の粗酵素における還元剤（SH 還元剤，アスコルビン酸ナトリウム

還元型チオレドキシン) 処理及び抽出bufferのpH のちがい(pH 5.e とpH 7.5 ）による活性化につい

て特員抗体を用いたウェスタンプロット解析を行った.     2）イネ品種「舞の風」の白米粉より50 mH

Na-acetate buffer （pH 5.0）で粗酵素を抽出し，陽イオン交換樹脂および等電点カラム等を用いて精

製した.   a-CSD の酵素活性は，グルコースオキシダーゼ法によった．また，ゲル上での活性染色法も

賦みた.

＜結果および考察＞1 ）低濃度（SH還元剤の1/iee）の還元型チオレドキシン処理による白米中（in

vitro）のa-GSD 活性の著しい増加とともに，免疫バンド（抗Hi) の低分子側へのシフトも観察された.

2）PH 5.0のacetate buffer で抽出した粗酵素では,  pH 7.5のHepes-KOH buffer のそれと比べ，著し

い活性の増加がみられ，両者間において抗原量及び抗鳳の分子量サイズにも違いがみられた.    3）発

芽種子中では，還元剤無添加でも可溶性抗原量の増加を毘め，発芽に伴う還元力の発現が確毘された.

4）精製酵素のSOS-PAGE分子量サイズは約iee kD・にメインバンドを示し，至遭pH 4.0,   ｴEF-ウェスタ

ンの結果･ p工は9.3～9.4に免疫バンドが検出された．またマルトース,マルトトリオース，イソマルト

ースを基質に用いた場合のKm 値はそれぞれ6.1 inM, 6.7 mn  I 22 mMで，マルトースとマルトトリオー

スに対して同程度の親和性を示すことが明らかとなった，
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